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伊香保温泉 ホテル木暮

夏期指導者研修会
第 49回　石井方式 

主催　幼年国語教育会　　指導　国語力 才能開発研究会　　後援　株式会社 登龍館

野口 芳宏 先生

植草学園大学名誉教授

境野 勝悟 先生

東洋思想家

白駒 妃登美 先生

株式会社ことほぎ代表取締役

清水 良明 先生

幼年国語教育会会長

講師



　「根を養えば樹は自らよく育つ」とは大自然の道理ですが、子供たちを一本の樹に例えれば、一番大事

なのは「根」であり、日本の子供たちにとっての根とは、「日本語（国語）」です。その根の育みなくし

て子供たちの健全な成長はありません。

　日本には素晴らしい伝統文化や思想があり、人々は「美しいものを見て美しいと思う心」や「感動的

なことを聞いて感動する素直な心」を持っています。それらを後継世代に伝えていく責務が私たちにあ

るのではないでしょうか。

　子供たちの「根」を育み、伝統文化を伝えていくために、何をどうすればよいのか。この研修会がそ

の一助になりますと幸いです。　

皆様のご参加を心よりお待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼年国語教育会
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昭和 11 年、千葉県生まれ。千葉大学教育学部卒業。国公立小学校教諭、教頭、校
長を経て、北海道教育大学教授、植草学園大学教授、千葉県教育委員などを歴任。現在、
植草学園大学名誉教授。研究分野は国語教育、道徳教育、幼児教育、家庭教育。鍛
える国語教室研究会、授業道場野口塾主宰。著書は『音読・道徳教科書 日本の美し
い言葉と作法』、『ちゃんとができる子になる子どもの作法』など。

野口 芳宏（のぐち よしひろ）先生

昭和 10 年、愛知県生まれ。国立愛知学芸大学（現愛知教育大学）卒。名古屋市立
小学校教諭、教頭、校長を経て国立岐阜大学講師。小学校で漢字の推読指導などを
取り入れ、高い成果を上げる。昭和 49～ 55 年、ＮＨＫ「お母さんの勉強室」に言葉
をテーマに講師として出演。現在、幼年国語教育会会長。著書に『幼児からの日本
語教育』『清水方式「これで完璧、平仮名指導」-日本語の特色を踏まえて -』など。

清水 良明（しみず よしあき）先生

昭和 7年、横浜市生まれ。円覚寺龍隠庵会首。早稲田大学教育学部国語国文学科卒。
私立栄光学園で18年教鞭を執る。在職中、参禅、茶禅一味の茶道を専修するかたわら、
西欧諸国の教育事情を視察、わが国の教育と比較研究を重ねる。退職後、駒澤大学
大学院禅学特殊研究科博士課程修了。道塾慶陽館を主宰。著書に『道元「禅」の言葉』『超
訳 般若心経“すべて”の悩みが小さく見えてくる』など。

境野 勝悟（さかいの かつのり）先生

慶応義塾大学卒。大手航空会社に入社。その後、大病を患い、命と向き合うなかで、
先人たちの生きざまを振り返り、『今を受け入れ、最善を尽くし、平然と生ききる』
覚悟を定める。快復後、先人たちの「志」や、そこに生きた人々の「思い」に触れ
る歴史の講演を始める。講演、テレビ・ラジオ出演は年間 200回に及ぶ。著書に『子
どもの心に光を灯す 日本の偉人の物語』『感動する！ 日本史』など。

白駒 妃登美（しらこま ひとみ）先生

ご挨拶

講師紹介



むつぎ幼稚園（群馬県富岡市）

すもも木幼稚園（東京都あきる野市）

江木幼稚園（群馬県前橋市）

研修日程

12：00～ 13：00

13：00～ 13：10

13：15～ 14：30

13：10～ 13：15

受付

講演

授業名人として慕われ、80歳を超えられた現在も年間講演数 100回以上、著書 100冊以上と精力的に活動されて
いる野口先生による、心に響く教育論です。

挨拶・プログラム紹介

14：30～ 14：50 休憩

16：30～ 18：00

18：00～ 20：00

休憩 (チェックイン )

懇親会 (ホテル木暮 )

「『利他の心』で 子供を幸せに」

開会挨拶・開会宣言　 清水 良明先生幼年国語教育会会長

江島 俊雄先生幼年国語教育会副会長

野口 芳宏先生植草学園大学名誉教授

14：50～ 16：30

日本中が涙した伝説の講演『日本のこころの教育』（致知出版社で書籍化）の感動を再び！ 人間力溢れる軽妙洒脱な
語り口を直接拝聴できるこの機会をお見逃しなく。

「明日をどう生きるか。日本のこころの教育」
境野 勝悟先生道塾慶陽館館長

講演

＊境野勝悟先生、野口芳宏先生、白駒妃登美先生ご同席
＊アトラクション ： 琵琶演奏
　演奏者　櫻井亜木子さん

8 月 3日（木）

10：40～ 11：00

8：15～ 9：00

休憩

12：15～ 13：15 昼食・休憩

13：15～ 13：30 挨拶および御礼

15：00

11：00～ 12：15 講演

小学校教諭時代、長年にわたり独自の指導法で漢字に興味を持たせ、言葉の豊かな子供たちを育成。現在は保育園で
石井方式を実践中の清水先生による、石井勲先生の秘話を交えた講演。

「『石井方式』を活かした国語指導 ～応用力が育つ漢字学習～」

幼年国語教育会会長 清水 良明先生

13：30～ 15：00

“博多の歴女”として親しまれる白駒先生。日本の歴史は「志」のリレーであり、報恩感謝の歴史であることを、心
を込めて伝える講演が好評です。今回も歴史に学びましょう。

「歴史を学べば 希望が生まれる」

「『石井方式』と共に歩んで 50年」

白駒 妃登美先生ことほぎ代表

講演

9：00～ 10：40

地域に先駆けて子育て支援を始めて 20年。幼児はことば遊び、漢字遊びに楽しく触れることで、すばらしい感性が
育まれます。長年携わってきた職員ならではの工夫や取り組みをご紹介します。

「楽しく学ぶ漢字遊び ～低年齢児からの漢字に触れる取り組み」

『日本の美しい 言葉と作法』（野口芳宏先生著）の教科書と紙芝居を併用した取り組みを、年少・年中・年長の年齢
別に紹介します。取り上げるテーマは、挨拶、生活習慣など。また、日本の伝統行事も取り上げます。

「『言葉と作法』を使った子供たちへの指導の取り組み」

実践発表

2日目からの参加者受付

石井勲先生との出会いから始まった江木幼稚園の漢字教育も、今年で 40年。文字を理解し、内容を理解し、物語を
楽しんでいます。本読みを通じて思考力・理解力を高め、学ぶ心を培う姿をご紹介します。

「絵本指導と学ぶ力～石井勲先生との出会いから始まった漢字教育」

8 月 4日（金）

閉会

　日本琵琶楽コンクール優勝。平家伝説にまつわる神社仏閣での奉奏を経て、様々なアー
　ティストの舞台音楽、録音に参加。テレビ、ＣＭ多数出演。国立劇場、歌舞伎座こけら
　落とし、松江城天守閣、増上寺、ニューヨーク・ジュリアード学園、マサチュー
　セッツ工科大学、コロンビア大学、メトロポリタン美術館等にて演奏。2014 年度、文化
　庁文化交流使として 7ヵ国 15都市で演奏。



● 会 場
　ホテル木暮
　〒377-0102

　　群馬県渋川市伊香保町伊香保 135番地

　TEL：0279-72-2701

交通の案内

ー
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上野

東京
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JR上越線特急 1時間 40分

上越新幹線 50分

上越新幹線 1時間 15分
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ー
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　●電　車　

　　◎送迎バス (有料 )

　　 JR高崎駅⇔ホテル木暮

　　 8 月 3日（木）JR高崎駅 11：00発　ホテル木暮 12：00頃着予定

　　 8 月 4日（金）ホテル木暮 15：30発　JR高崎駅 16：30頃着予定

　　※到着時刻は道路状況により多少前後する可能性があります。

　　★事前予約制　　★料金　片道 1500 円　往復 3000 円
　●お　車 　 関越自動車道 渋川・伊香保 ICから 9km。  

ホテル木暮
P

P バス停
石段街
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花いちもんめ

ファミリーマート

夢二記念館

水沢観音

湯の花饅頭

伊香保温泉

※1名あたりの費用です。　※全て税込みの金額です。

★注：4～ 6名単位でのお申し込みは同室になります。

　それ以外は相部屋となります。

※シングルの宿泊プランはございません。

※宿泊の場合、夕食は懇親会となります。 

　懇親会に参加されない場合のお食事は追加料金がかかります。

※開催日が間近になった時点でキャンセルされる場合には、キャンセルチャージ（取消料）が発生します。ご了承ください。

費用

参加形態研修コース
Aコース 両日参加　宿泊費・入湯税込

両日参加　宿泊費・入湯税込

両日参加　宿泊費・入湯税込

両日参加　宿泊無、懇親会込

両日参加　宿泊無、懇親会無

1日目のみ参加　宿泊無

2日目のみ参加　宿泊無

1泊 3食付き ( 懇親会込 )

1 泊 3食付き ( 懇親会込 )

1 泊 3食付き ( 懇親会込 )

懇親会、2日目昼食

2日目昼食

無し

昼食付き

4～ 6名 1室（★注）

3名 1室

2名 1室

無

無

無

無

29,000

38,000

45,000

28,000

18,000

10,000

11,000

B コース
Cコース
Dコース
Eコース
Fコース
Gコース

食事 部屋等 参加費

● 申込方法 参加申込書に必要事項を記入し、お申し込みください。

6月下旬から順次、受講票と振り込み用紙をお送りします。

● 申 込 先 株式会社 登龍館　夏期研修会係
〒543-0001　大阪市天王寺区上本町六丁目 3-31-1301

TEL：06-6773-3931（土日祝を除く 9：00～17：00）

ＦＡＸ：フリーダイヤル 0120-17-3953 または 06-6773-3953

● 締め切り 7 月 3日（月）※定員になり次第、締め切りといたしますので、お早めにお申し込みください。

申込要領

伊香保名物　石段街


